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池袋本町

　池袋本町中央通りにある籐工芸おざきを訪ねた。
　尾崎氏はこの地に昭和11年（1936年）開業した

街路に開いた籐家具工房
新シリーズ～まちの中の達人～

籐工芸職人の二代目である。籐
工芸を通しての銭湯の盛衰、東
南アジアの製品の流入、伝統工
芸の継承などお聞きした。
　銭湯の脱衣籠、赤ちゃんの着
替台など、籐家具と銭湯とが切っても切れない関
係にあった時代に筆者は育った。坪庭のある濡縁
前に藤製の着替台がずらっと並ぶ。母親から湯上
がりの赤ちゃんを受け取り、タルカムパウダーを
はたいて、柔らかな腕を肌着に通す、そんな店の
手伝いを思い出す。かつて菖蒲湯や柚子湯などの
時に一日30個の籠を二人の職人で作り続けていた
そうだが、防犯対策上、籠はロッカーに替わり姿
を消しつつあり、今の需要は、棚に収まりやすい
長方形の脱衣籠や、子ども椅子やペット籠が多い
のだそうだ。尾崎氏は籐を編むという技術を請わ
れて建築にも展開している。階段の手すりや、レ
バーハンドルなど、籐による融通無碍な曲線やさ
わやかな手触り感を編み納めている。籐を使って
の創作にも余念がなく、籐という素材で干支が生
まれ変わり、お孫さんのための昆虫となっている。
　そんな尾崎氏の仕事を縁台越しに街路からのぞ
くことができる。そこには籐の様々な製品が重なっ
ている。店頭販売もしている。この日籐の枕を買
い求める人がいた。（文・イラスト：井出幸子） 

　　　　　　　　みなさんは池袋本町でタヌキを
　　　　　　　見たことがありませんか。最近、
　　　　　　　タヌキの目撃情報が寄せられてい
ます。タヌキを見たというのは新しく建設された小
中連携校の付近。夜の闇に紛れて歩いていたそう
です。
　雑司が谷でタヌキやハクビシンが出るという話
は聞いたことがあります。雑司が谷は墓地やお寺
が多く緑も豊かですから、出てもおかしくはないと
思っていました。それに比べて緑が多いとは言えな
い池袋本町に本当にタヌキがいるのでしょうか。
確かに連携校のあたりは本町公園があり、2000
㎡の区有地もあります。しかし、タヌキが住みやす
い環境とは思えません。　
　思いつくことはあります。最近、街を歩いていると、
人が住んでいるのかわからない住宅が目につきま
す。豊島区が平成 24年に池袋本町二丁目・三丁
目を対象に行った空き家調査によると、一戸建て
の空き家は 60軒あるということです。一丁目と四

池袋本町にタヌキ？ 丁目にも同じようにたくさんの空き家があると思わ
れます。
　タヌキは空き家の縁の下に住み着くことが多い
そうです。とすれば、空き家が増えているということ
は、タヌキにとっては住みやすい環境が増えている
のかもしれません。空き家の庭は藪のようになって
いるところが多く、その意味では緑豊かな環境と言
えなくもありません。
　はたして池袋本町に住みついたタヌキは１匹な
のか、はたまた家族連れなのか。もともと池袋本
町にいたのか、どこからか流れて来たのか？疑問
は尽きません。そう言えばタヌキは川や鉄道の側溝
に沿って移動するという話もあります。鉄道が通る
池袋本町は、やっぱりタヌキには住みやすい？
　ともあれ、思いがけないタヌキの出
現によって、街の現状が見え
てくるような気がします。諸手
を上げて喜ぶわけにも行かない
かもしれませんが、池袋本町の新
しい（？）住人として暖かく見守っ
ていきたいものです。
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新しい風景の誕生
池袋本町地区校舎併設型小中連携校開校

創作籐芸昆虫と
干支ヘビ・ヒツジ・ウマ

店先に縁台のある籐家具工房
工具の握り手も籐巻きである

籐が編みこまれた
レバーハンドルと階段の手摺
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　工事が行われてきた小中連携校が　工事が行われてきた小中連携校が
６月に竣工し、９月10日に落成式を６月に竣工し、９月10日に落成式を
迎えました。迎えました。
　この連携校は、池袋本町小学校と　この連携校は、池袋本町小学校と
池袋中学校がそれぞれの独立性は保池袋中学校がそれぞれの独立性は保
ちつつも、さまざまな施設を共用しちつつも、さまざまな施設を共用し
ながら、連携・協働して９年間の学ながら、連携・協働して９年間の学
びの連続性を確保できる、豊島区でびの連続性を確保できる、豊島区で
初の校舎併設型小中連携校です。初の校舎併設型小中連携校です。
　校舎の北側の道に面して昇降口に　校舎の北側の道に面して昇降口に
続く校門があります。ここは敷地内続く校門があります。ここは敷地内
に歩道状の空地をとり、広々した空に歩道状の空地をとり、広々した空
間になりました。植えられているの間になりました。植えられているの
は桜の並木。そこにガラス張りの開は桜の並木。そこにガラス張りの開
放的な建物が建ち、一見、学校とは放的な建物が建ち、一見、学校とは
思えない外観となっています。これ思えない外観となっています。これ
までとは全く違う学校が誕生したこまでとは全く違う学校が誕生したこ
とが一目でわかります。池袋本町にとが一目でわかります。池袋本町に
新しい風景が誕生しました。新しい風景が誕生しました。
　新しいまちづくり会からの要望を　新しいまちづくり会からの要望を
受けて、防災にも様々な配慮が受けて、防災にも様々な配慮がなさなさ
れており、新しい地域の救援センれており、新しい地域の救援セン
ター校として役立つことが期待さター校として役立つことが期待さ
れます。ます。
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敷地の様子
　池袋本町二丁目の公園用地では、建物の解体工
事が行われました。近隣の皆様にはご迷惑をおか
けしました。改めてお礼申し上げます。おかげさ
まで敷地は更地になりました。更地になって区が
正式に土地を取得しています。
　これから整備に向けてどのような公園にしたら
よいかを検討します。
　池袋本町二丁目・三丁目を見ると、小さな児童
遊園はいくつかあります。しかし、大きな公園は
なく、1000 ㎡のこの公園用地は貴重な空地に
なっています。
　敷地の周辺は４ｍ道路に囲まれています。四方
から入ることができる敷地なので、普段も災害時
も、使いやすい公園となりそうです。
　一方、敷地には２ｍほどの高低差があります。
現在は北側に大きな段差があり、敷地の東西の道
路には階段があります。この高低差をうまく生か
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二丁目の
公園用地 住民参加の計画づくり

せば、魅力的な公園にできると思います。

公園づくりは住民参加で　
　この公園の整備に際しては、計画づくりの段階
から住民参加で行います。これまで池袋本町では、
公園の計画づくりを住民参加で行ってきました。
まちづくりの会が中心になって呼びかけ、近隣の
皆さまにご参加いただいた検討会で、白紙の状態
から計画案を練りました。この公園でも、同様の
検討会による計画づくりを行います。まずはなる
べく多くの方々にご参加いただき検討会を開催し
てアイデアを求め、素案づくりを行います。いろ
いろな世代の方にご参加いただけるように、土曜
日の午前中に開催します。親子づれでもご参加い
ただけます。お気軽においでください。

思ったより多い
行止まり道路
　道路は普段利用することはもちろん、災害時に
は貴重な避難の道となります。大地震が起きると
古いものを中心にたくさんの建物が倒壊し、道路
をふさいでしまう恐れがあります。このような時、
道路が 2方向につながっていればどちらかに逃げ
られる可能性は高
いのですが、一方
向だけにしかつな
がっておらず、そ
こが塞がれてしま
うと閉じ込められ
てしまう恐れがあ

今年も恒例の池袋本町ふれあいまつりが行われます。新しいまちづくりの会でもブースを出します。
今年は二丁目の新しい公園のイメージづくりを、模型を使ってやっていただくことを予定していま
す。参加者にはささやかなプレゼントも。是非お立ち寄りください。

日時：平成28年10月9日（日）・10日（祝）
        午前10時～午後３時
場所：池袋本町公園
企画：新しい公園の模型づくり
　　　池袋本町クイズ など

こ と し の ふ れ あ い ま つ り

ります。
　池袋本町にはどのくらいの行止まり道路がある
かを、各町会の皆さんにご協力いただきながら調
べてみました。奥行きが 20ｍ以上の行止まり道
路を地図で探して、現地に行って様子を確認しま
した。　比較的新しく、道路もきちんと整備され
ていて、安全性が高そうだと思われるところがあ
る反面、狭い路地の両側に老朽化した家が立ち並
んでいるところもあります。もし入口にある家が
倒れて道路をふさいだら、と考えると危険である
ことが分かります。
　いろいろな行止まり道路を見てみると、行止ま
りではあってもちょっとした改善で逃げ道をつく
ることができる場所がいくつかありました。すで
に避難用の扉を付けているところもあります。今
後、行止まり道路が少しでも安全になるように、
整備の方法を検討していきたいと思います。

　池袋本町四丁目で区が進めている防災通り３号線では、３敷地の先行買収が終わりました。
　防災通りとは、地区内の避難や防災活動を行うために計画されているもので、幅員６ｍの
道路が地区内に３路線が計画されています。そのうち最初に整備に着手したのが３号線です。
現在、沿道の皆さんのご理解をいただくように、丁寧に説明を行っています。
　防災通り３号線では、沿道の地権者の方のご希望があれば先行して土地の買い上げを行って

います。平成28年
９月の時点で、３敷
地を買い取ることが
できました。
　区では、この３敷
地を取り込みなが
ら、道路の拡幅を進
めるように、引き続
きご説明を行ってい
きます。

先
行
買
収
が
進
む
防
災
通
り
３
号
線

電車の見える公園

旧文成小
防災通り３号線

先行買収敷地

参加者募集　公園づくりアイデア検討会
　新しい公園づくりのアイデア検討会を開催します。
　来年春までに３回程度の開催を予定しています。
　どなたでも参加することができます。
　託児所はご用意できませんが、お子さんもご一緒に参加することができます。

　日　時：平成28年11月5日（土）午前10時～12時
　　　　　※２回目以降の開催日時は、参加者のご意見をお聞きして決定します。

　場　所：区民ひろば池袋本町
　お申し込み・お問合せは

　　　　豊島区都市整備部地域まちづくり課
　　　　電話　03-3981-1464　　Eメール　A0022706@city.toshima.lg.jp
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